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「
メ
タ
フ
ィ
シ
カ
の
融
和

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

伏
見
健
二
が
、
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
シ
ェ
ア
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
小
説
企
画
に
帰
っ
て
き
た
。

今
回
お
披
露
目
す
る
の
は
、
新
作
「
メ
タ
フ
ィ
シ
カ
の
融
和
」
で
あ
る
。
前
作
「
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
＝
ラ

ヴ
」（h

tt
p
:
/
/
p
ro
l
o
g
u
e
wa
v
e
.
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/a
r
c
h
i
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s
/
2
4
9
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）
は
、
伏
見
健
二
の

年
ぶ
り
の
新
作
小
説
と
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し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
反
響
を
呼
ん
だ
。
か
て
て
加
え
て
、
ふ
だ
ん
ゲ
ー
ム
の
シ
ェ
ア
ー
ド
ワ
ー
ル
ド
小

説
を
読
ま
な
い
層
や
、
あ
る
い
は
現
役
の
編
集
者
か
ら
も
、
熱
い
賛
辞
が
送
ら
れ
た
。

伏
見
健
二
の
本
格
Ｓ
Ｆ
作
品
、
「
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
＝
ラ
ヴ
」
や
、
『
レ
イ
ン
ボ
ゥ
・
レ
イ
ヤ
ー

虹

色
の
遷
光
』
（
ハ
ル
キ
文
庫
）
、
そ
し
て
本
作
「
メ
タ
フ
ィ
シ
カ
の
融
和
」
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の

は
、
宇
宙
冒
険
Ｓ
Ｆ
の
緊
張
感
と
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
哲
学
が
保
持
し
て
き
た
無
限
な
る
も
の
へ

の
憧
憬
や
超
越
性
へ
の
志
向
と
が
、
違
和
感
な
く
融
合
し
て
い
る
こ
と
だ
。

サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
が
打
ち
立
て
た
、
人
間
を
情
報
と
し
て
捉
え
る
世
界
観
。
そ
れ
を
幾
重
に
も
推
し

進
め
た
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｓ
Ｆ
は
、
と
も
す
れ
ば
極
度
に
無
機
質
で
、
物
質
主
義
的
な
因
果
律
に
支

配
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
と
は
、
ヴ
ァ
ー
チ
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ャ
ル
な
も
の
に
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
た
世
界
に
お
い
て
、
逆
説
的
に
人
間
性
と
は
何
か
を
問
い
か
け
る

も
の
だ
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
確
立
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
、
幾
重
に
も
切
断
を
経
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
そ
こ
か
ら
探
究
さ
れ
る
精
神
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
「
メ
タ
フ
ィ
シ
カ
の
融
和
」
は
、
小
品
で
は

あ
る
が
、
伊
藤
計
劃
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
が
打
ち
立
て
た
現
代
Ｓ
Ｆ
の
新
し
い

相

を
ふ
ま
え
、
そ
れ
を

か
た
ち

咀
嚼
し
、
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
レ
ム
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
Ｋ
・
デ
ィ
ッ
ク
を
“
に
せ
も
の
た
ち
に
取
り
巻
か

れ
た
幻
視
者
”
と
表
現
し
た
よ
う
な
、
独
特
の
、
し
か
し
流
麗
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
せ
て
く
れ
る
。
と

り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
の
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
小
説
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
Ａ

Ｉ
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
切
り
込
み
が
素
晴
ら
し
い
。
シ
リ
ア
ス
で
ダ
ー
ク
な
色
調
を
保
持
し

な
が
ら
、
単
な
る
ど
ん
で
ん
返
し
に
終
わ
ら
な
い
、
余
韻
あ
る
短
篇
の
妙
味
を
堪
能
さ
れ
た
い
。

本
作
「
メ
タ
フ
ィ
シ
カ
の
融
和
」
は
、
木
星
共
和
国
の
衛
星
、
カ
リ
ス
ト
の
近
く
に
位
置
す
る
、
工

場
プ
ラ
ン
ト
宇
宙
船
を
舞
台
に
し
た
作
品
だ
。
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
宇
宙
の
な
か
で
も
異
様

な
木
星
共
和
国
の
設
定
は
、S

F
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蠅
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）、
あ
る
い
は
「R

o
l
e
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Ro
l
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」
Ｖ
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．

掲
載
の
「
カ
リ
ス
ト
・
ク
ラ
イ
シ
ス
」
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）
な
ど
で
、
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
木
星
共
和
国
と

は
、
も
と
は
大
破
壊
か
ら
逃
れ
て
き
た
軍
閥
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
、
極
度
に
原
理
主
義
化
し
た
ロ
ー
マ

ザ
・
フ
ォ
ー
ル
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ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
「
バ
イ
オ
保
守
主
義
」
を
奉
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』

世
界
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
や
身
体
改
造
を
前
提
と
し
た
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
の

存
在
や
、
魂
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
の
だ
。
木
星
共
和
国
は
、
強
力
な
艦
隊
を
擁

エ
ゴ

し
て
い
る
が
、
そ
の
艦
隊
も
、
バ
イ
オ
保
守
主
義
を
ベ
ー
ス
に
活
動
し
て
い
る
。

な
お
、
本
作
に
登
場
す
る
エ
イ
リ
ア
ン
Ａ
Ｉ
の
設
定
に
は
、
著
者
が
独
自
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
部

分
が
あ
る
。

伏
見
健
二
は
日
本
を
代
表
す
る
ゲ
ー
ム
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
一
人
。
代
表
作
『
ギ
ア
・
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
』

は
、
国
産
ス
チ
ー
ム
パ
ン
ク
の
傑
作
と
し
て
名
高
い
。
近
年
も
旺
盛
な
創
作
活
動
を
継
続
し
て
お
り
、

大
軍
で
迫
る
豊
臣
秀
吉
の
軍
勢
に
ト
リ
ッ
キ
ー
な
防
衛
戦
を
繰
り
広
げ
る
斬
新
な
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
「
八

王
子
城
攻
防
戦
」
（
「
ウ
ォ
ー
ゲ
ー
ム
日
本
史
」

号
）
や
、
グ
リ
ム
童
話
を
ベ
ー
ス
に
児
童
文
学
の
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世
界
に
も
読
者
を
広
げ
た
『
ラ
ビ
ッ
ト
ホ
ー
ル
・
ド
ロ
ッ
プ
ス
Ｇ
』
な
ど
、
作
家
性
豊
か
な
ゲ
ー
ム
作

品
を
多
数
、
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。
小
説
家
と
し
て
は
、『
ウ
ィ
ザ
ー
ド
リ
ィ
Ⅵ

ベ
イ
ン
・
オ
ブ

・
ザ
・
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ジ
』
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
『
サ
イ
レ
ン
の
哀
歌
が
聞
こ
え
る
』（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

出
版
局
）
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ゲ
ー
ム
を
題
材
と
し
た
小
説
や
、
ク
ト
ゥ
ル
ー
神
話
を
題
材
に
し
た
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『
セ
レ
フ
ァ
イ
ス
』
『
ロ
ー
ド
・
ト
ゥ
・
セ
レ
フ
ァ
イ
ス
』
（
と
も
に
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
）
等
、
著

書
は

冊
近
く
に
の
ぼ
る
。
ま
た
、
朝
松
健
が
編
集
し
た
ク
ト
ゥ
ル
ー
神
話
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
秘
神
界

30

現
代
編
』（
創
元
推
理
文
庫
）
に
「
ル
シ
ャ
ナ
ビ
通
り
」
が
収
録
さ
れ
た
。


